北陸と周辺における欧州共通の紅斑熱病原体R.helveticaの意義
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2004年にRickettsia helvetica (Rh)感染が強く示唆される症例をみた福井県荒島岳地区において、 媒介マダニ種と紅斑熱群リケッチア(SFGR）を推定するため2004～2006年に調査を行った結果、媒介種はIxodes monospinosus (Im)の可能性が最も高いと考えられた。
そこで、2005～2007年に荒島岳に隣接する取立山、冠山、高倉峠、赤兎山、経ヶ岳、浄法寺山および越前海岸沿いの国見岳の計7ヶ所（標高400～1,600m）で調査を行った。マダニ相は地域により異なるものの、植生上からIm 6個体、I.persulcatus (Ip)11個体、I. ovatus(Io)51個体、Haemaphysalis flava（Hf）14個体、H.japonica(Hj)8個体およびDermacentor taiwanensis (Dt)5個体の6種計132個体が得られ、Imのみで冠山の1/4および経ヶ岳の1/1からSFGRが分離され、塩基配列によりRhと同定された。他のIo、Ip、Hf、HjおよびDtは分離がなかったが、PCRによるSFGR検出では、Rhが分離されたImの2個体の他に、赤兎山、経ヶ岳および国見岳のIoの各1個体、および浄法寺山および国見岳のHfの各1個体が陽性で、赤兎山および国見岳のIoがRhと同定された。以前に滋賀県境の百里ヶ岳のImからRhの分離があるので、福井県では計4地域のImからRhが分離されたことになる。
一方、2005年に石川県白山麓および中能登、紅斑熱リケッチア症の疑似患者が感染したとみられる長野県白馬栂池で同様の調査を実施した。3地域の計13個体はSFGRの分離はなかったものの、PCRによるSFGR検出では白山麓のIoの3/4、Hjの1/1、中能登のHfの2/2および栂池のIoの1/5が陽性となった。このうち、白山麓および栂池のIoの各1個体および中能登のHfの1個体がRhと同定された。
石倉ら(2000, 富山衛研年報, Vol.23)も富山県内のIpからPCRによるSFGR検出を行い、Rhと同定している。このように、北陸および北陸周辺では現在のところ、RhはImからの分離にとどまっているが、北日本ではIpからの分離報告もある。

以上から、中部以北では、南西日本に多発するR. japonica性日本紅斑熱が見られない一方で、Rh感染による紅斑熱の潜在には留意を要すると思われる。
